







































の語源）は、1 から 8 まで一音節であったと見られる（注 1）。そのうち、
倍数関係にある次の形態は、共通した子音を元に所謂母音交替によって派
生させた語形と見なされている。









































は、図 1 のような類型が見られた（安部 2007.3b、および安部 2011.3 参
照）。










の対義語の対応関係を見てみたのが、表 1 の 1～12 の形容詞の対義語であ
る。
　そこでは、上記の 3 組に認められた特徴──第 1 音節の母音は、アない
し対義語よりも開口度の大きな母音となる傾向──が認められた（開口度








第 1 母音 意味機能 視覚（色彩語彙） 触覚（温度感覚語彙） 味覚（味覚語彙）










語彙体系の特徴　①語幹 2 音節　②第 1 母音と意味的強弱の関連性：「意味的優性＝a 母音」⇔「意味的非
優性＝i/u 母音」の対立　③意味的形態的「語彙の階層性」　④優性語形がより基礎的古語















1 明暗 光度計 明赤し aka─ A─a 暗し kura─ u─a
No.1～5 が五感感覚の
基本語彙
2 温熱 温度計 暑熱し atu─ A─u 温し nuru─ u─u
3 寒涼 温度計 寒し samu─ A─u 涼む suzu─ u─u 「涼し」はシク活用
4 甘苦 糖度計 甘し ama─ A─a 苦し niga─ i─a






6 遅速 速度計 早し haya─ A─a 遅し oso─ o─o 「とし（疾）」
7 老若 年齢 若し waka─ A─a 古し huru─ u─u
「あらたし（新）」3 音
節
8 硬軟 硬度計 硬し kata─ A─a 緩し yuru─ u─u 「やはし」は下部参照
9 厚薄 厚度計 厚し atu─ A─u 薄し usu─ u─u
10 遠近 距離計 遠し toho─ O─o 近し tika─ i─a
a母音であるが、母音と意味との対比（優劣関係）が現代語とは反対に見える対義語（「浅し」「軽し」
がア母音）
11 深浅 深度計 浅し asa─ A─a 深し huka─ u─a
感情の浅い・深いは主
観的












taka─ A─a 易し yasu─ A─u
「むづかし」は古くは
意味的に対応せず。







































































































t─n tatu （立/起/発つ） ── nosu （延・伸す）
○文法的機能
助詞 t─n tu （属格助詞ツ、解釈叙述）── no・na（属格助詞ノ・ナ、実態描写）




＊参考 s─n su（suru）（す＞為る） ── naru （成る）
（「阻害音─共鳴音」対応）





























































































































1）このうち、数詞 1・2 の形態のみ、近年の教科書的テキストの 1 部において、固
有形態を一音節とせず、ヒト・フタとするものがあるが（例えば、『図解　日本
の語彙』三省堂）、ミッツ、ヨッツ他での促音部分（イツツのツも）を説明でき
ていない点で不適切であろう。共通部ツ（助数詞）との間に共通してある属格的
形態素の存在をまずは疑うべきではなかろうか。
音韻交替と文法的機能分化・意味分化（安部）
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